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自分は山鳥先生1::，' 一生の方向を決定していたfごい， 1の中也かまあ中採集会を牧野先生に願ったりした事
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現た恩のある先生だが、4 との文を読んでいた1::けないの| 等、脳複を去 b ぬ容が多ナぎて図る位いある。
が何主り悲しいわけである。師範入学と同時に師事 I ' 前後まちまちとなるが、昭和 4 年神戸市の作弁・視学
し、三年迄は博物準備室へは勝. 手に入室研究を許さ! の発案で、神戸市附近の山師で遠足の生徒主主を指導す
れ、現在の生物クラブである善時の博物会では放課後| る為の植物分布図を作成する事となり、山鳥先生に拐
に特別指導をうけ、四年の時、明石女郎へ御転任の時 I" 早を願って陶久先生を委員長に一山崎先生守自分年十‘
は後任の山田英一〈現在伊賀上野に在住〉先生lごくわ| 名の者が市役所より「神戸市附近の植物分か状況調査
. し〈引継いでいただき、師範卒業の後は文検合格迄三| を命守る」とい 5辞令を色るって毎週 1 図宛午後や日
年間宇っと御鞭謎を乞・い、その後は多可郡の山奥から| 砲に京は六甲か b 酉は鉄拐、鉢伏迄採集にまわったの

八年後に神戸市立第二高女へと、十っと 111烏先生の御| 山鳥先生が最色将来を嘱望されていたと思う 1年後
指示のままに転勤じた色のであった。司一一一括
昭和17年? ごったか比叡山へ川村多安ご博士指導で己

野為の月号芦を問〈為登山、宿泊した時ゐ如きは、先生
の教え子の松本従之先生( 姫路琴丘高校長〉とその弟

4  ノ、

笠に安井幸太郎君がいたが、才子多病のたとえの湿り
、県一高女の教頭時代に穴成せすもして遂に 1止を去る
い西宮高女で先生の跨肱の郊で下として先生を長年助
けちれた今西先注は京都府の郷里に御健在の自であ

予の自分と頭をそろえて脅し会った時なんか一生忘れ| る。 ζの御 2人は先生を思い出ナ度にJ忘れ b れぬ御2 ， 、
-

尾道市外の干潮村にある広島文理大臨海実験所での夏| 山鳥先生と行動を共にした多くの写真は20年6 月5 日
季講習の帰途車中でフト話が先生の 2男君が旅隈工大
在学中赤痢で急死された持の事に及ぶと念、に先生は愁
歎した様に吉れたのにオヤオヤとんな話を出ナのぢゃ
なかったと後悔した穆であった。君主主同好のFとととん
なに研究や採集の旅行をしている時が、- 一番楽しいん
7ゴがナーと、しみじみ語られた事があった。昭和のは
ヒめ、牧野博士がまt::まピお元気の頃、マャ植物同好
会を闘かれ、度々あの? ヤケープルの頂上の会場へ牧
野先生を挺かれて講演会を開催され或は淡路では、雨 1 ‘ 

の空襲で大部分は焼いたが、先生還暦祝賀会の席に於
ける、御姉、明師卒業の同志一堂に会した時の御夫婦
の写実. と、御 1人丈の大写し 1枚とが先生を思いピナ
主ナがとなる唯一の物である。々， 、

F 、
山鳥先生の. j J : についてはあまりに多過ぎる。' いすzれ

多くの人かふ色 k と思い出話があると思って、僕に関
ナる極. 一小部分のみを書いて追憶の記とする。

% 以上
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"  ・，山鳥先生の思い . 出
J- ゾ j 、 A 可 F 司ヤ争.... 蜘，
、 革Lが山鳥先生に深〈接ナる工うになったのは、昭! のととろがあってい、忍ついた善は初仲身ぎ熱心に巌

I‘廻わるが、長続きがしないとのととは政治家、役
折申催した採集会に指導者になって色らったり、そご| 入、指導者なE 志向様ピ。第一次大戦後あれt:'けヤか
う百貨底なE の定期的展覧会lこ、見虫の中林潟次氏と| まし〈科学教育の振興を叫びなが及、いつのまにか何
植物方面を山鳥先生にお願いして、審査員となって志

a， J  ......，fi 
その頃先生は西宮高女校長t::ったので、学校や香祖

国の御宅によく出かげた。当時大丸などで色博物知識
や趣味の普及につとめられ、座談会守採集会を度身飽
きれていたが、そんな時には必すも先生の姿に接して、 a

; いが、ろとお話を 5 けたまわった志のである。晴樹
その頃であったと思う rC ! : ' ? 色日本人は花火線香式豆 、
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もいわなくなった。あの熱意で進んでいたお学校の
王室科指導も豆じ〈行あれ従って充実した色のになって
・辰れ日本人の科学水準はウント向上していた筈t::の、
に惜しい。」と述懐されたり「未t::1こ掛図なE で授業
している先生がある。しかもその掛図が間違っている J

のを知らない。 ζれは理科学習は事実について観察実
習ナるという根本精神を失っているかふ桧と事実とみ、
の相違が分らないか b で、子供に1 E しい学び方を教え
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いる。実擦のすタラの花時癖する花舗に長短があって上
部が撮っている事の1てある. J と色括1 ! れた。
昭和珂年頃神戸市は免& . を理科視学要員としで‘市

、，内小学捜ゆ理科教曹の改韓4こ能力を乞い学習指導の
番親、' 批評研究会席上での拡都? 講指なE を踊ってい
，た. むんなとと s患い問主きれるa 私が「との境の若い
先生は. 灘科書E研究L よラとする心掛けがな心理科
指導を抵舟蔵する傾向がおる@ 壌に歎かま吸しいととr• 4bj農事轟何か師範離帯亡失陪でもあるので占まないでし
i 3:iP.dJ 退問うt 所、 fそれは僕S同感官ι締j範の
惇輪教育慨しく徹麗しなし? 凡主義i'賊 lE持た
なbJ結果? ゴと思う。御野師範色健針行〈までの博物が
部識の注入t=l藍きをおいてヤた占云々J と話されたζ ー
とが今車記憶に1韓っている。敏材圃Iごi5、6臨御自に
、な砂 . fゆ中Z 図は京大り小寒博士を案内してとら
れふ本商産の嘉童図瓜を御2λと色犬蜜審ん守召上部
pれて、先生は健伺 f山の上iこ曇さをさげて梼梗見る

Yuchakua， Hodgoonia' maer:o鳴LpaC噌1 I l ぷ

さコた。その勝であったか「学問@ 研究に
は、授長なんかになる色りでない。つまらね事に
司即時聞をとられ. 帯ちついて好きな研究守調査が
ない01転り垂れなくなった色。、昔物J と語，t れだーえ

とるとE うも騨戟が欲し震なるのか. 酒をー
み.t季語pι思うととがあったり、タパヨ色手にしておぬ
まと{ 食為時があったりナ: 為。 j と笑話をされた。，丸紅-
んなととも思い出されるe 採集会途上敷曹界のλ...敬三
噂を先生としてい足時「年をとると人々名前を忘れて
仕識がない。艶に踊る 1し、会った時具合の悪い事が魯
る。 J と僚はれた0 ' l ・ .  〆 J

. 今で色記念商鰻やも富島町1 E { . ，て下さった御藩埠なi

E ひ:fi'とく事がゐるが、- その都度事りし日の先生句麗'
顔が初穂として古験に薄び慎I日の構の慣なる色のがあ

北斗J を、小泉博士は「嘉章西見ヲ賞味サセヂイタマ| 為。 ... 
主』 ‘ト

副島奮ィ五郎先生z を" 偲ぶ 主主 進谷 -t -
奇い.、

e ι  
白鳥i髄郎船主筆者の恩師協弘、叉本県生物教! 不密輸峨った披の日米開戦の直前昭和MSFIL
育界の犬恩人であれ大軍初期に於ttる究部省中等教| 扇、兵庫県中帯教育博物学会は差益時会長であった向烏
. . . . . " 現高等学授、中執2 融和志験検蛾掛か| 先生還居を慨するたゐその機関誌第? 号を寵念号と
穴恩人であるタ直接、三間接に後進者に与え; ! れた指導↓じて特>>1揚集に主哲発脅した。総クロース表紙、四六・、;
曹は嘆に大奮い由晩年Eこは俳句に色趣味を持たれ、俳 1情判、ア目下紙43C l 頁@ 大静子で最初に先生の写真由

t 伺同人iこ畠議界殊に生物現象商事官科学的に紹介され観| 像、学会主催の野外採識に於い; て発見し牧野博士命名

れたO' '  L研、次に時盤と業績とを表示し、次に牧野富太郎先
蜘斡東京高榔を卒業され産制こ榔師範に赴| 生下吉田貞雄料、田中茂穂先生年特に御親交りあっ
佳、神戸商穴〈準時神戸高商〉め教義課程講師を乗ね. ミ I' k : 語学者及び陸井初治、紅谷進二、安井喜太郎等先生、
大草 9:年8 月明石女蹄の教務主任に栄転される遁15年| の薫陶を受げた者数名の鉱幕傭を挙伊，、衣に償問各大
前脚な学問的棋底仕立つ明快な講義に手擦のよ々、実 i執こ志ゆる生脚、地鮮関係機各位邸中等教育
験主講義を侍った精鍛巧妙な描画とを以て金生徒の期| 界著名の博物科担任智氏の鼠賀尋稿論文601i;'構を以て
持と信頼lこ卦えちれ、周喝な授業準備と舎監としてみ| 飾られ充実したそり内容は先生が永年斯界の齢三日，
繁務に心労を費ぎれ乍ら島常に専F問研究に除探更慈'1 共に我留生物教曹のためAこ活躍し貢献されたととを饗・ ψ

1誕すみに足る色のであるa
‘各績に捗って馨者自島の実験鵠器開多数を以で壇め芹| 我国最類学の着陸斗完東大教授問中茂穂博士り向島氏
側脚輔識が完成したのである。吾々の噌で生| 司を摘記念誌から拝借するとに山贈を一見して私似て
物勝記動物撃を独習され党方には詑憧新な$ のがあろ| 受げた印象は、君は頗る真面毘で殆んE 笑顔を見せなン
¥ 托別のであるふ制先生微細物輸要出版 Iv慌に思われたo f f : t ，蕗観察側節は誤りではなヤ、
，前の蛤好な唯一の参考書マあったの噌ある。 、 i京、畿郵は見損い守時には競失せられ品。余雪思議性、
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に富んでないようであるが、実はそれが最色よい処で| 生活を切り拓とうとナる態度と能力の養成に努められ
兎角敵週月手11 < 人は信頼が出来ない。私が初あて面会| たようである。職員色亦山鳥校長の方針に協力参加し i

したのは山鳥震が御彰師範に奉殺していちれた古い時| 教科教室研究室の施設運営ド些の無駄も残さぬよう努
代の事かと思っている。博物が好きであるのは郷里が| め、そうかと云って合理主義に惰ナるととなく情操教、

一言え比時代に博物の好きな者が案外沙かったことを，思| 、写真、桧函等の倶楽部活動によりその目的達成の方
今うと主君ほ篤学の志に富んでいた惑がわかる。事実の| 途とされ失兄の信頼は実に深い色のがあった。筆者の
調盗に熱心で王豆腐を列べるより先する事実に重きを置く 13 人の妓色比の学校に教育を受けたのであるが十分な
という性格が頗る主主ゲ点である. それであって ζ そ博| 女子中等普選教育をしで頂けたと常々先生の御経営と
物学の併究が出来るのである。よく色々と質問せ b れ| 職員各位の協力による事践に感謝している処である。¥
お蔭で私色色々の併究題目を J思い付くことが出来た。" ，1  . 又本県生物教育及び本会の功労者である元竜野高校、
努力家で長惜しみをしないかち積物の苦手集なE 穴いlこ| 教言宗陸井初治氏が教え子としての山鳥先生観を同記念 oy'

成績をあげるととが出来たのである。世才に長けた人| 号に次の様に述ぺておられる。，陵井氏は高等小学校時
と思われないが、親切心に富んでいるからその熱心に| 代閏史が好きで国史研究の目的で奈良師範に入学し主
人を動かす力が強く戸、お世辞を言われないのが却って| うと考えていたのを、義時6 担任教師が遇々御影師範
誠実の気が溢・っているととを尋取せられるρである。 Iの卒業生であ: づた弘め折に出れ山鳥先生の学究として
. 乞ういう人の老著書期には女伊授の校長に極めて適任で Jの秀れておられるととを話して聞かされた結果進学方
あろう。婦人はE うして色感' 陪に趨り易いんが多いか| 肉を変更して御影師範に入学する ζとにしたと述ぺて
ら斯様な予寄付いた入を上に頂いていると部下の職員は 1 居ちれる。そじて「善時御彰締結は募集定員の7 - 8傍
安心が出来るととであろう。近頃は俳句の楽しみを持 1の志願者があって合格に非常なあやぷみを色ったがきP

" こして入学を許され、敬仰の山鳥先生の初るでの博物
守高f品Tな世相を球う一面として羨しい限りである」と述| の時間が待がれた。先生は想像とは主主ってまt:'若い実
懐されている。勾伽邸主 } 一二二二議指摘嶋 | にや苦しい先生で ζの先生のE 乙が恐いのてゴろうかと，
確か大正4 - 5年の先生の御影師範御在任中の頃t:つ| 先輩の言葉を疑った。「サグラ」の小枝を胴古Lから取り l句

たと忍b れるが、県下の各地かち集っている生徒が夏
の休に帰郷して 1 ヶ月余りの郷土生活をナる機会に各
地の魚類を採集せしめられたととがある。問中博士と

出して生徒に 1 つ 1 つ配って、先や生徒自身に花の解

‘ }  を黒板1こ描きつ h 説明を始められた。材料を左手に持
の御親交の始まりはその頃であろうと思われる。私の| もそれを見乍ら色チヨークを使い分けて実に巧妙にしi
丁度師範学校 4 年生時代博物問好の諸君とその魚類楳| か色速に描かれる。恰色浮彫の様に板上に浮き上つ“，
本の整理を命ぜられ、兵庫県産淡水魚類をまとめられ
た本県はまt f ! . 域広大にして変化に宮み乍ら当時は狩そー
の調査に乏しく開拓の余地多分にあり富市錨学佼生徒穏

片度の初歩の係究集積で色相主宰な価値のある色のが出来
rる時代であった。比時代に生徒の休暇中における自発
活却を基盤として自然研究の妙味を感得せしめると
と、協同研究の成果の必要であり尊い色のである ζ

と、謹T りのついた時の喜び、とうした色のを実践を
遇して体験せしあられたととに吾々は深v、感銘を持つ
色のである。噌醐聞帥申蜘嶋崎制 ' 酬胴例酬
明石女子師範苧校在任 5年余に L て穴:n:15年 4 月西

‘宮市立高女校長に栄転された。西宮高女は当時市の前
身西宮町立美香! 女学校の後をうけて閑なく校舎と絞地
の不備は勿重量、施設極めて整わなか，ヲたのであるが職
、員組織の改善と内容の充実に努力守れたようマある o

先生は直哉簡明、実践弱行、真教勤勉を旨とされ教育
実践に科学的検討を加えられ科診教育を重視し生活の

て行〈。生物は ζ うして研究し観察し、乙うして記載
〆 一ー
して行く色のかと未t=かつて経験した ζとのない視野
が展開されて言師範学校生徒となった誇ちと喜びと希望う私
に1聞の温まるのを感ピた。第 2時間目は「アブラナ」の
学習であったが、司D はり材料が各自に配今れど20分位
自由研究をさせられ、その後先生の見事な図が板書さ.
れる。実に見事に~ 説明を加え乍 b... 描き乍 b遂次完ー
成されて行く図はさながら活函を見ている様であって
実によく判る。 E台座の説明があり、子居の積断セクジ

部分はとうして調べるのだナアと諒解しぜ。菩時師範〆
学校は金生徒を寄宿舎に努事j収容した。御彰では舎監ー
を察長と呼んで寮生40名余を収容する 1棟、の端々に比、
寮長先生が家族と共に居住される住宅が附設されてむ¥
たが此様な採が4 棟宛東西に 2 プロヲク合計8 棟あっ
た。山鳥先生は寮長として京プロックの 1 つに住って
居られ寮生の商倒を見て居られた。誰いうとなく先生
は何時寝られるのt=ろうか、よく身体が続く色のだ。

♂・
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本営プラ) ' . - ' f ; ! へ送ちれたそ町、時制! こ色々な判長時間綿柑物の4 肉離村
館前離型J d ，伊られ、根気強く熱心に暁究される様乎が 1m事が多后六甲山市甑神地放を申必どし
生徒に深い感動を与え宇にはおかなかったJ .  .f 具体制K 詳述され各慌時

/、 先生のお人柄のよ一面を生徒が'r・やさしい芳生ムf 恐! 何が多〈飽きれてある，
ろしい先生; ，I : と衰裏棺反する表現をして~ しが事脅し i 働税見び研究発表怯立婚の他ー
ん噌いないι動産で親切、鰯 l色見える、判い、議 i鵬物学会誌、兵庫県教触発行の防車教育

山鳥先生の麟い出，
3毒

、向島先生の高4 $ を結晶℃知ったの崎饗に古い事で大
揺の諦めであった。何で色先生命蛸輔拳講輔6 広告で
あったと，恵. 5 . その笹山鳥先生め舗検挙講義1鷲をI糟

. 繍軒究雑重春、俳句雑灘、・新聞紙等iこ多〈
払傭れも学術的価値: ば釦積一般教樺向とし
科学的思想啓培iこ賀献しているどとは申ナ草色

1 その抑努力の献なιと発表敬2拘棺創立ると"
ト思えば壌に敬服の働肱ない。多〈の著述書誌の援に棋
の先'd，bo 苦しいもやすド街学の厭味のないとわ2
b れる室、jこ量告を執られた4こ過ぎIJ.点そ

蟻蹄の' " すむい占まa私かり廿り 北斗

は筆者が特に乞ラて臓い' k : l 句である.
ρ 〈筆者商宮市l J t ; 背番員会学技教育課長〉

'1"1 ム崎 .  1 E 税

離して実検4こパ3えした人色あるなE〆、若う話色聞いて iが

いたしお鉱物の本也書いて搭られるL偉い先生? ざと患
ってい誌のであるが親じく縄本λに縄自にか、ったの
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tこ色社会性がある。 2 個 s個、 5 個という様仁常に
共存し、之を DiageJiesis 鉱物界の共生といラら共生
して 1つの社界を形成する中4こ色鉱物に費麗の別があ
るo 賎なるは常に脊人の眠に触れるが貴なるは容易に
眼に触tちない。蟻なるを見て貴なるを探索する。との
事実は鉱物探査の秘書長であるポ、人類探査に於ても同
様である。とれ民反して不和にして決して共存共生し
ない元素ゃ鉱物生あるととはλ類世界と悶とである。
かかる例は枚挙じ還を持花ない。
私は教育界には直接の綾を持って居らない。越が偶

然のととでー教育者の入から「現今、の教科書に 2種あ

F イ‘

るー又彊末なるf ， o は弱小なるものに勝つa とれ拭識: 必

語る日本が強夫なる世男を拍手に覇を争うなE は歯犠
の理法を弁えぎる矛盾であって自然の法則1こ反して麗 ι

る行いと雷うべきであるo 自然の理法に従うを，F衛事~、
熱J と嘗い、従わざるを「不自然J と呼ぷ。不自織を、 4

し、而も目的を貰撒し得ないと息歩。 1

自然に親Lむ.. ζの一文が記念号に遁した感想と
も思わない. しかもし生物学を専攻する入、地挙を専渡
するλ、物理学化学を専渡する入、医学を専' 攻ナる

って、共のーは複雑な現象より始めて恒次に基礎的現| 入、趣味を有し、之を研錯し人類文化の発展と高潮に
象を理解せしあお犠に仕組ゐ? ゴ色の、其のこは基礎的| 坊帳ナる点に於て 2目的は同亡である。分け登る麓.i1J遺

る色のであって. 何れ色楼定済であるミが何れを採用す| 究は永遠にして平和、高遠Iこlて無窮、世の舞雑を避
るを可とナペ脅かJ との質問を受げた。私ば直ちに| けて、悠久なる大自然を対象として静かに研究を楽し
「後者を可とするJ と判定した。何設な制ま自然界の| む処に深遠なる妙践がある。逝きし人々色. 生げる入
万物万象はRパては簡よ b複lこ向うて居る。植物界、 I  : 墨色問ヒ目的で研究に励み、宇宙の秘鼻を聞き行かれ
動物界其他発生したときは草に 1葉 2棄に過ぎ組が. 1.叉之を継承しつつあって其の偉大きと崇高さとを患い
発育するに従って積雑とな? 棄" 枝を噌い花を閉| 歓喜に堪え宇拙稿を寄せた次第である。 出

〆 l
きt 遂に結実する。とれが自然の理法であるのであ ( 京大鉱産資海研究所長工博3
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伝小坂の竹下英一先生のお宅であったが其年月日もと| は野間前夫楼先生の指導を受サて居られたが、鎌では¥ . - ‘降、 !
んと覚えがないが、 ζれ色八尾主動中の事であるから| 横山援棒先生が行つで震られた。それで先生の著六甲

iる。先生は謹厳であまりし・ゃれなE 云われなかった生で大限植物同好会幹事〉初対面で山鳥先生は温厚謹 l'r
ー i が、蓮の花が開〈時音がナる、しないで一時やかまし厳な先生rι思った。脊しき縁で後年先生L 畠授に〈灘 f ."，.." "'"，V  F I  - - . "  " " " .  

| い問題が起った折とんな狂歌様の歌を作って見せられ
中) お世話iこなろうとは其時は夢想t : 色しなかった。 ¥l
ぞれかち関志望t<-私は秋田県の能代中学に転ピ病気し'
て郷里八戸に静養していると昭和3年 8 月山鳥先生か

私が基地に来てからは魚崎と西宮で近く色あるし、
牧野" 先生が当地に乗られるとよ〈西宮女事授で腸棄を

/II 

作られたのでもよいもJ : い御邪魔をした。牧野先生御
、指導の採集会には山鳥先生とよく一橋であった。勝に
印象に残っているのは瀞ベ行った時瀞の奥の旅館で何

それは
不忍の抱に忍びて蓮の音を

聞きしiこ花は音なし〈場員三 北斗 そ

と云ラのである。山鳥先生桜美に博学であり、勉強家
であった占' 語学はフランス語色やられたと云う事であ
る。動物の方はクモ類を相当< bしくやって居られた
し、淡氷魚色広く採集じて居られた也動物や鉱物の本

を書いて居られるのに最色我々が造詣が深いとJ思う植
物@ 著書がなかったが晩年に「随筆の植物J、「六甲山

よいし河胞を開きながら飲むピールは甘かった。山鳥! の植物j を続け様に出されて、我々植物同好者を稗譲
先生はヲ"'=':JI!;が好きであった o 学梗へ訪ねて行〈と工| して下さった事は誠仁有難い。昭和12年に兵庫県事部
くa ートで先生謹とスマートな長身にラケットを手に↑教育雄物学会が創立されその会長として大川こ活躍さ
した襲は識によく都合い運動家& しい聾で怠った。先 lれた事は大方諸賢の既に御承知の事である。あんな充
生は俳拘も野きで学校でも職員、生徒と共に守って居 1:銭な先生が昭和泊年2 用意遜された事は兵庫県生物学
られたの噌名士の短卦色沢山節欝して居 bれた由始め l界の治めに誠K 痛惜仁構えない.
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